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洋画家の河合喜代子さんから絵画作品が

市に寄贈されました。

河合さんは昭和58年から井口に在住し、

創元会田中賞などを受賞、同会会員運営委

員審査員を務めるなど長く創作活動を続け

ています。

寄贈作品「シチリアの教会（タオルミー

ナ）」は、1998年作の油彩画です。

市
教
育
委
員
会
で
は
、
ル
U
テ

ル
学
院
大
学
と
国
際
基
督
教
大
学

と
の
協
力
で
、
市
民
聴
講
生
を
募

集
し
ま
す
。
市
か
ら
受
講
料
の
一

部
助
成
が
あ
り
ま
す
。

◆
対
象
・
募
集
人
員

18
歳
以
上

（
学
生
を
除
く
）
の
市
内
在
住
の

方
、
各
コ
U
ス
と
も
若
干
名
（
定

員
に
な
り
次
第
締
切
）

·
「
障
害
者
福
祉
の
諸
問
題
」

（
西
原
雄
次
郎
教
授
）
毎
週
火
曜

日
午
後
４
時
30
分
〜
６
時

‚
「
精
神
医
学
」（
増
野
肇
教
授
）

毎
週
火
曜
日
午
前
８
時
50
分
〜
10

時
20
分

〈
教
養
・
神
学
部
門
〉

fl
「
キ
リ
ス
ト
教
と
環
境
倫
理
」

（
江
藤
直
純
教
授
）
毎
週
月
曜
日

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

‡
「
キ
リ
ス
ト
教
の
世
界
Ⅰ
」

（
石
居
基
夫
専
任
講
師
）
毎
週
月

曜
日
午
前
８
時
50
分
〜
10
時
20

分
。

◆
受
講
料

５
千
円
（
２
千
500
円

を
市
が
助
成
し
ま
す
）
。
教
材
費

は
実
費
負
担
。

▼
４
月
11
日
–
ま
で
に
、
同
大
学

教
務
課
公
開
講
座
受
付
係
（
大
沢

３
―
10
―
20
）
へ
申
し
込
む
。
く

わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。∞

ル
U
テ
ル
学
院
大
学
教
務
課

公
開
講
座
受
付
係
ò
34
―
７
４
５

３◆
開
設
期
間

４
〜
６
月

◆
開
設
講
義

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

心
理
学
」
（
笹
尾
教
授
）
毎
週
月

曜
日
午
後
３
時
〜
５
時
30
分
（
教

授
言
語
は
日
本
語
と
英
語
、
テ
キ

ス
ト
は
英
語
）

◆
受
講
料

１
万
２
千
500
円
（
２

千
500
円
を
市
が
助
成
し
ま
す
）
、

教
材
費
は
実
費
負
担
。

▼
４
月
７
日
Ã
〜
10
日
œ
の
午
前

９
時
〜
午
後
３
時
（
正
午
〜
午
後

１
時
を
除
く
）
に
同
大
学
公
開
講

座
担
当
係
（
大
沢
３
―
10
―
２
本

部
棟
２
階
）
へ
受
講
料
と
写
真

（
横
３
×
縦
3.5
B
）
２
枚
を
添
え

て
申
し
込
む
。

∞
国
際
基
督
教
大
学
公
開
講
座

担
当
係
ò
33
―
３
０
２
１

◆
開
設
期
間

４
〜
７
月

◆
主
な
開
設
講
座

〈
社
会
福
祉
部
門
〉

fl
「
老
人
福
祉
の
諸
問
題
」
（
市

川
一
宏
学
長
）
毎
週
金
曜
日
午
後

１
時
10
分
〜
２
時
40
分

‡
「
児
童
福
祉
の
諸
問
題
」
（
加

藤
純
教
授
）
毎
週
水
曜
日
午
前
８

時
50
分
〜
10
時
20
分

◆
販
売
す
る
入
場
券

６
月
１

・
７
・
８
・
14
・
15
・
21
・

22
・
28
・
29
日
の
各
日
、
正
午

入
場
分
50
枚
・
午
後
４
時
入
場

分
50
枚
（
計
100
枚
）

◆
対
象
者

三
鷹
市
に
住
民
登

録
ま
た
は
外
国
人
登
録
を
し
て

い
る
方
（
住
民
票
・
免
許
証
・

保
険
証
・
外
国
人
登
録
証
明
書

な
ど
で
、
三
鷹
市
民
で
あ
る
こ

と
を
証
明
で
き
る
方
）。

▼
４
月
14
日
Ã
（
必
着
）
ま

で
に
、
往
復
は
が
き
に
希
望

日
と
時
間（
複
数
希
望
不
可
）

・
枚
数
（
４
枚
ま
で
）
・
申

込
者
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

・
年
齢
・
住
所
・
電
話
番
号

と
返
信
宛
先
を
記
入
し
「
〒

181
―
８
５
２
５
下
連
雀
３
―

38
―
４
X

ま
ち
づ
く
り
三

鷹
・
三
鷹
の
森
ジ
ブ
リ
美
術

館
市
民
特
別
枠
申
込
係
」
へ

申
し
込
む
。
応
募
は
各
月
１

人
１
枚
ま
で
。
申
込
多
数
の

場
合
は
抽
選
。

※
正
午
希
望
の
方
で
、
抽
選

に
は
ず
れ
た
場
合
に
午
後
４
時

分
に
空
き
が
あ
れ
ば
希
望
す
る

方
は
、
そ
の
旨
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
入
場
券
料
金

大
人
１
千
円

・
中
高
生
700
円
・
小
学
生
400

円
・
幼
児
（
４
歳
以
上
）
100
円
。

∞
X

ま
ち
づ
く
り
三
鷹
ò
40

―
９
６
６
９

返信
（例）

三鷹市○○○○ー○ー○
三鷹　太郎　様

三鷹市民特別枠 入場券 希望

希望日　　（例）○月○日
希望時間　（例）１２：００
希望枚数　（例）大人２枚、

小学生２枚

（以下申込者の）
お名前
ふりがな
年齢
郵便番号・ご住所
電話番号

○○○ ○○○○

希望日時は１枠のみ
（複数希望は不可）
希望枚数は合計4枚まで

申込者の郵便番号、
住所・名前をご記入
ください。

●電話予約
芸術文化センターò47－5122
●窓口販売 芸術文化センター／三
鷹市美術ギャラリー／三鷹市公会堂
※学生券をお求めの方は当日学生

証を拝見します。
●販売時間・休館日
10：00～19：00 月曜日休館。
●プレイガイド
チケットぴあ　ò0570－02－9999

財団主催の全公演のチケットが１
割引（割引は２枚まで）で購入でき、
優先予約日があるので、より良い席
でお楽しみいただけます。また、発
売日より前に情報誌を送りますの
で、公演情報を漏れなく知ることが
できます。年会費は2,000円です。
くわしくは芸術文化センターò47－
5122へ。

５月18日À14:00開演
全席指定／会員＝4,500
一般＝5,000 学生＝2,500
曲目／ヨハン・シュランメル「生粋
のウィーンっ子」「ウィーンのホイ
リゲの踊り」
ヨハン・シュトラウス†世「おお、
美わしの五月¿（ワルツ）作品375」
ほか
“シュランメルン”は、ウィーン

のワイン居酒屋で演奏されている、
ウィーン情緒あふれる軽妙洒脱な音
楽です。ウィーン・フィルハーモニ
ア・シュランメルンはウィーン・フ
ィルの楽団員を中心としたアンサン
ブルで、17世紀のオリジナルに近い
編成で演奏するのが特徴です。共演
者・ソプラノ歌手の鮫島有美子さん
の歌とお話で、庶民の社交場、ウィ
ーンのホイリゲの気分を味わってみ
ませんか？

～オール・ショパン・プログラム
６月１日À　18:00開演
全席指定／三鷹市在住・在勤の方＝
2,700 会員＝2,500 一般＝3,000
学生＝1,500

曲目／「３つのノクターン作品９」
「ソナタ第3番op.58」「バラード第２
番op.38」「スケルツォ第２番変ロ短

調op.31」ほか
南米ベネズエラ出身で、かのマル

タ・アルゲリッチが絶賛するセルジ
オ・ティエンポは、３歳にしてデビ
ュー。７歳でロンドンにリサイタ
ル・デビュー、８歳の時、アーリン
グ音楽祭のコンクールで４部門に優
勝。類い希なる才能が世界中から注
目を集める演奏にご期待ください。

６月１日À12：30開演（16：00終演
予定）
風のホールで開催。入場無料。
ショパンのピアノ作品の演奏者を

募集します。１人10分以内、２曲以
内。当日はゲストのセルジオ・ティ
エンポさんの演奏・インタビューも
あります。
�４月18日–（必着）までに、往復
はがきに住所、氏名、年齢、職業
（学校名と学年）、電話番号、ピアノ
歴、希望演奏曲目（２曲以内）、予
想演奏時間（10分以内）を記入し
「〒181－0012上連雀６－12－14 芸
術文化センター「ショパンを弾こう」
係宛に申し込む。応募者多数の場合
は抽選。結果は５月上旬に通知。

６月７日—
18:30～18:45 みたかジュニア・オ
ーケストラによるプレ・コンサート
19:00～　沼尻さんとＴＭＰによる
演奏会
全席指定／会員＝2,700
一般＝3,000 学生＝1,500
曲目／モーツァルト「セレナード第
11番 変ホ長調 K.375」「ピアノ協奏
曲第21番ハ長調K.467」「交響曲第41
番“ジュピター”ハ長調K.551」
３月からは日本フィルの正指揮者

も務めている、沼尻竜典さんのお
話・指揮・ピアノで、室内楽と協奏
曲・交響曲をお楽しみください。今
回も、沼尻さんがアドバイザーを務
め、ＴＭＰのメンバーがトレーナー
を務める「みたかジュニア・オーケ
ストラ」によるプレコンサートを行
います。

友の会　４月16日Œ発売
一　般　４月23日Œ発売

７月20日À15：00開演
全席指定／会員＝2,250円
一般＝2,500円
出演：立川志らく　柳家花緑　柳家
喬太郎　林家たい平
毎月１回、純和風施設のお座敷で

行ってきたアットホームな落語の
会、寄席井心亭が今年７月で第100
夜を迎えることになりました。今回
は特別に場所を移して、芸術文化セ
ンター星のホールでの開催です。メ
ンバー４人が勢揃いして個性豊かな
落語を１席ずつに加え、恒例の質問
コーナーもあります。100夜を記念
したオリジナルの手ぬぐいも用意し
ました。こちらもお楽しみに。
※発売初日は電話受付のみで、窓

口販売はありません。

チケットインフォメーション

三鷹市芸術文化振興財団
（三鷹市芸術文化センター内）

ò47-5122
http://mitaka.jpn.org/

チケットのお求め方法

友の会ＭＡＲＣＬ（マークル）

★印の公演には託児サービス（１
歳半～未就学児）があります。料
金500円、要予約、定員10人。

芸術文化センター風のホール

★鮫島有美子＆ウィーン・フィル
ハーモニア・シュランメルン

★セルジオ・ティエンポ　
ピアノ・リサイタル

◆一般公募によるショパン・
ピアノ作品リレー演奏会
「ショパンを弾こう　５」

演奏者募集

★沼尻竜典＆トウキョウ・
モーツァルトプレーヤーズ30

「沼尻竜典の弾き振りによるモ
ーツァルト：ピアノ協奏曲全曲
演奏シリーズ３」

芸術文化センター星のホール

★寄席井心亭（せいしんてい）
100夜スペシャル

三
鷹
の
森
ジ
ブ
リ
美
術
館
「
市
民
特
別
枠
」

６
月
入
場
分
を
販
売

【
ル
U
テ
ル
学
院
大
学
】

【
国
際
基
督
教
大
学
】

「
武
蔵
野
（
野
川
流
域
）
の
水

車
経
営
農
家
」
は
、
武
蔵
野
台
地

上
で
ほ
と
ん
ど
唯
一
、
稼
動
し
て

い
た
状
態
で
残
っ
て
い
る
貴
重
な

も
の
で
す
。

昨
年
12
月
か
ら
毎
月
第
１
・
３

日
曜
日
に
、
専
門
的
な
講
座
を
修

了
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
解
説

員
が
ご
案
内
し
て
い
ま
し
た
が
、

見
学
者
が
増
え
た
た
め
、
４
月
か

ら
毎
週
日
曜
日
に
ご
案
内
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
日
曜
日
は
事
前
予
約
の
必
要

も
な
く
な
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん

も
ぜ
ひ
一
度
、ご
見
学
く
だ
さ
い
。

【
武
蔵
野
（
野
川
流
域
）
の
水
車

経
営
農
家
（
東
京
都
指
定
有
形
民

俗
文
化
財
）】

◆
所
在
地

大
沢
６
―
10
―
15

◆
公
開
日
時

原
則
と
し
て
毎
週

土
・
日
曜
日
の
午
前
９
時
〜
午
後

４
時

▼
日
曜
日
の
個
人
見
学
は
予
約
不

要
。
10
人
以
上
の
団
体
と
そ
の
ほ

か
の
日
は
、
X

ま
ち
づ
く
り
三
鷹

ò
40
―
９
６
６
９
へ
申
し
込
む
。

∞
生
涯
学
習
課
ò
内
線
３
３
１

４

自
治
基
本
条
例
（
仮
称
）
を
検

討
す
る
ま
ち
づ
く
り
研
究
所
第
２

分
科
会
（
座
長
・
西
尾
勝
国
際
基

督
教
大
学
教
授
）
の
傍
聴
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

▽
第
７
回
＝
４
月
９
日
Œ
午
後
７

時
〜
９
時
、
市
役
所
３
階
議
会
第

三
委
員
会
室
で
。

▼
傍
聴
希
望
の
方
は
、
前
日
ま
で

に「
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
（
お

持
ち
の
方
は
、
フ
ァ
ク
ス
番
号
と

メ
U
ル
ア
ド
レ
ス
も
）
」
を
企
画

経
営
室
ò
内
線
２
１
５
０
・
「
〒

181
―
８
５
５
５
三
鷹
市
役
所
企
画

経
営
室
」
・
¿
48
―
１
４
１
９
・

Ｅ
メ
U
ルkikaku@

city.m
ita-

ka.tokyo.jp

へ
電
話
、
は
が
き
、

フ
ァ
ク
ス
、
ま
た
は
Ｅ
メ
U
ル
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

合
わ
せ
の
う
え
、
申
し
込
む
。

※
物
品
販
売
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

市
教
育
委
員
会
で
は
、
「
三
鷹

の
水
車
の
歴
史
」
を
発
行
し
ま
し

た
。水

車
は
用
水
や
川
に
沿
っ
て
設

置
さ
れ
、
昔
か
ら
人
々
の
生
活
に

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で

し
た
。
三
鷹
に
は
、
特
に
明
治
か

ら
大
正
に
か
け
て
数
多
く
の
水
車

が
あ
り
ま
し
た
。

本
書
（
Ｂ
５
判
78
ペ
U
ジ
）
は
、

平
成
12
年
度
か
ら
３
年
に
わ
た
り

三
鷹
の
水
車
の
歴
史
を
調
査
し
た

報
告
書
で
す
。
水
車
の
場
所
や
規

模
、
用
途
や
地
域
産
業
に
果
た
し

た
役
割
、
水
車
の
盛
衰
の
時
期
と

理
由
な
ど
多
面
的
に
調
査
し
た
結

果
の
集
大
成
で
す
。
こ
れ
ま
で
９

基
と
考
え
ら
れ
て
い
た
最
盛
期
の

水
車
数
が
11
基
で
あ
っ
た
こ
と
が

判
明
し
た
ほ
か
、
水
車
図
面
や
水

車
関
係
文
書
な
ど
の
新
た
な
発
見

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

▼
情
報
公
開
総
合
窓
口
（
市
役
所

２
階
）
で
販
売
。
定
価
610
円
。

∞
生
涯
学
習
課
ò
内
線
３
３
１

４

市
で
は
５
月
24
日
—
、
三
鷹
市

公
会
堂
で
「
憲
法
を
記
念
す
る
市

民
の
つ
ど
い
」
（
弁
護
士
・
木
村

晋
介
さ
ん
の
講
演
、
映
画
上
映
ほ

か
）
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
つ
ど
い
で
、
憲
法
に
か
か

わ
る
展
示
を
行
う
市
民
団
体
を
募

集
し
ま
す
。

▼
４
月
17
日
œ
ま
で
に
、
企
画
経

営
室
ò
内
線
２
１
１
５
へ
お
問
い

傍
聴
で
き
ま
す

ま
ち
づ
く
り
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人見街道

かつて三鷹にあった水車の全貌を紹介

「三鷹の水車の歴史」を発行
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